
背景「紅葉を求めて」撮影：篠原次夫さん　第７回フォトコンテスト入選作品
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一般会計　予算現額　78億4,583万円
◆歳入の特徴
【町税】
 町の主要財源である町税は前年度に比べ852万円の増額と
なりました。固定資産税は、新築家屋の増加および太陽光
発電所の建設等で償却資産が増加したことにより1,468万円
増の15億586万円となりました。町民税は、個人町民税で
は個人所得が増加しましたが、法人町民税は税制改正によ
る税率引き下げおよび経済情勢により法人税割、均等割と
もに減少し、703万円減の1億3,147万円となりました。
 
【繰越金など】
 ふるさと寄附金が3,596万円増加し1億3,165万円となりま
した。

◆歳出の特徴
【投資的経費】
　平成30年台風24号および令和元年東日本台風の災害
復旧、富士見駅北通り線整備の継続、富士見森のオフィ
ス交流棟の改修、保育園（未満児室・給食室）と小中学
校（保健室・給食室）のエアコン設置などを行いました。
　
【繰出金】
　町が所有する富士見パノラマリゾートの施設改修のた
め、1億9,949万円を観光施設貸付事業特別会計へ支出
しました。
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引上げ分の地方消費税（1億1,282万円）は以下の社会保障施策の財源に充てました
　■ 総合福祉（社会福祉協議会助成など）　4,371万円（4,090万円）
　■ 医療（国民健康保険、福祉医療費など）5億4,019万円（4億2,718万円）
　■ 介護・高齢者福祉（介護保険、介護予防など）3億6,415万円（3億778万円）
　■ 子ども・子育て（保育所運営、児童手当など）6億6,871万円（2億9,840万円）
　■ 障がい者福祉（自立支援など）2億8,937万円（1億446万円）
　　 ※（）内は事業費のうち国や県からの補助金などの財源を除いた一般財源分

歳 入
77億3,234万円

交付金など
5億3,136万円

国県支出金
9億4,116万円

町債
4億1,010万円

地方交付税
20億4,779万円

繰越金など
13億4,012万円

その他の税
1億3,441万円

町民税
8億2,154万円

固定資産税
15億586万円

【依存財源】
39億3,041万円
50.8％

【自主財源】
38億193万円
49.2％

町税
24億6,181万円

歳 出
73億5,800万円

その他
5億9,242万円

繰出金
7億3,447万円

物件費
13億9,538万円

補助費等
15億8,758万円 災害復旧事業費 

7,487万円

普通建設事業費
6億4,352万円

公債費
5億3,733万円

扶助費
5億9,564万円

人件費
11億9,679万円

その他の経費
58％ 投資的経費

10％

義務的経費
32％

翌年度財源
2,577万円

うち町税

歳 入 歳 出

24億6,181万円 73億5,800万円

77億3,234万円
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字

2020.11　広報ふじみ 2



◆令和元年度の主な事業

特別会計の決算 公営企業会計の決算

基金の状況

財政指標の状況

観光施設貸付事業特別会計支出金
都市計画道路整備事業
福祉医療費給付事業
災害復旧事業

1億9,949万円
1億1,375万円
8,765万円
7,487千円

地域医療推進事業
農業競争力強化基盤整備事業
小中学校（保健室・給食室）空調設備設置事業
テレワーク推進事業

7,615万円
4,117千円
3,499万円
3,427万円

会　計　名 歳入 歳出
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
観光施設貸付事業特別会計
富士見財産区特別会計
本郷・落合・境財産区特別会計
乙事財産区特別会計

17億6,911万円
2億507万円
3億3,162万円
1,491万円

6億9,606万円
614万円

14億5,300万円
2億91万円

1億7,387万円
982万円

6億7,865万円
429万円

会　計　名 収入 支出

水道事業会計

下水道事業会計

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

6億5,490万円
2,373万円

12億8,788万円
1億1,087万円

5億2,047万円
4億9,493万円
9億3,231万円
7億7,175万円
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一般会計
水道事業会計
下水道事業会計

55億8,559万円
5億1,113万円
55億50万円

4億1,010万円　 5億686万円
8,307万円

6億8,277万円

3,047万円
1,609万円

1億2,944万円

54億8,883万円
4億2,807万円
48億1,773万円

平成30年度末 令和元年度中 令和元年度末
残高 借入額 元金償還額 利子償還額 残高区分

－
－

◆借入金の返済額・残高

指標 内容 比率

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

一般会計等の
実質赤字額の割合

すべての会計の
実質赤字額の割合

公債費及び公債費に準じた
経費が占める割合

一般会計等が将来負担
すべき負債の割合

公営企業会計ごとの
資金不足の割合

4.9%

15.00%

20.00%

25.0%

350.0%

20.0%

20.00%

30.00%

35.0%

財政再生
基準

早期健全化
基準

※「－」は比率が生じていないことを示しています。
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－

－

特定目的基金
減債基金
財政調整基金

17.0 14.6 15.6

5.8
5.8 5.8

12.6
12.8 13.4
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35.0

R元
34.8億円

H30
33.2億円

H29
35.4億円

40.0
（単位：億円）

基金の残高
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